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報 第17 5号
関 係 法 令
(;:1;) 
政 令
0 所得税法施 行令の一部を改正 する政令（269) 9 ・2 0
省 令
0 国家公務員共済組合法施 行規則の一部を改正








0特殊勤務手当 の一部を改正 する規則 （ 人事院
9 -30) 9 ・ 1
0俸給の調整額の一部を改正 する規則（ 同9 - 6) 9 ・ 9
0初任給、 昇格、 昇給等の基準の一部を改正 す
る規則 （同 9 - 8) 9・ 9
0 管理職員等の範聞の一部を改正 する規則（同








富山大 学長 林 勝次
富山大学教育学部規則の一部を改正する規則
富山大 学教育学部規則lj （昭和27年4月 18日制定）の一部を次のように改正 する。
第14条中、 「中学校jの次に「養護学校」を加える。






教 育 制 度





教 育 原 理
教 育 課 程
学 習 指 導
生活指導（進路）
教 育 原 理
教 育 課 程
学 習 指 導
生 活 指 導
教 育 工 学
教 育 行 政
教 育 経 営
教 育 社 会 学
社 会 教 育
図 書 館 学
教 育 社 会 学
教 育 調 査
キ土 � 教 育






4 4 4 4 4 4 2 を
4 2 
4 4 4 4 4 4 2 2 2 
4 4 2 2 2 2 2 2 2 
IH IH什ヨ21 I I Iを
I H IH6什三H I I Iに
4 2 
4 
4 2 2 
4 




l:Jナ｜川田［＇· i " Lを
学
"' � L , I '6 !s ，卜61161�1 に改める
原 理 4 4 
j寅 習 4 1 
課 程 2 
教 育 方 法 概 説 2 
教 育
品寸主．ー を
学 習 指 導 4 
生 活 指 導 2 
視 耳患 覚 教 育 2 
教 育 学特別講義 4 
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教 育 原 理 4 
教 育 学 演 習 4 
教 育 課 程 2 
学 習 指 導 4 
教 育 学
生 活 指 導 2 
ネ鬼 聴 覚 教 育 2 
教 育 工 学 2 
教 育 学特別 講義 4 
教 育 社 会 学 I 4 
教 育社 会 学
教 育 社 会 学
言十
言十
社 会 教 育
図 書 館 学
教 育 ネ士 ぷ，，＞二、 学
教 育 調 査
ネ土 f三‘ 教 育
図 書 自官 学
別表団 教育専攻科開設授業科目及び単位の表中
社 fミ、 教 育 特 言命
社 3』ミ 教 育 特 壬日i間. 

























ただし、 昭和51年度 以前の専門教育課程移行者は、 別表II（イ）の改正にかかわらず、 なお従前の例による。
富山大学工学部規則の一部改正
富山大 学工 学部規則の一部を改正 する規則を次のとおり制定する。
昭和52年9月30日
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富山大 学長 林 勝次
昭和52年8月・9 月 学 報
富山大学工学部規則の一部を改正する規則
富山大 学工学部規則（昭和25年12月15日制定 ） の一部を次のように改正する。
別表 電気工学科の表中
「l電 気 機器設 計 学 I 2 II 「 l電 気 機器 学 第 4 I 2 11 I I I I を I I II 
l電 動 機 制 御 工 学 I 2 11 J l電 気 機器設 計 学 I 2 11」
第175号
「 ｜｜ 金 属 工 学 概 論I 3 I 」 を 「｜｜金 属 工 学 概 論I 2 I Jに改める。
別表中工業化学科の表を次のように改める。
工 業 化 学 科
授 業 科 目 単 位 数 授 業 干ヰ 目 単 位 数
専攻 科目 関連科目
燃 料 工 学 第 1 2 電 ιj\ 工 学 概 ミa子 2岡' 3 
燃 料 工 A寸＇.： 第 2 2 機 械 工 学 概 王a子i岡' 3 
石 t由 化 学 2 金 属 工 悼寸＇： 概 �A 岡 2 
油 目旨 工 業 化 学 2 応、 用 数 学 4 
繊 毒症 工 業 化 A寸iιー 2 応 用 物 理 学 4 
if' ロ 質 ム目耳 理 2 工 業 英 語 2 
有 機 ムロ、 成 化 学 4 
高 分 子 化 寸，..ゐ- 4 
有 機 化 学 第 1 4 
有 機 イヒ 学 第 2 2 
電 気 化 学 4 
反 応、 速 度 壬自i問b‘ 4 
無 機 ft Aす＂－与 4 
表 面 処 理 1 
物 理 化 学 4 
触 媒 it 学 第 1 2 
触 媒 イヒ 学 第 2 2 
応 用 コ ロ イ ド化学 4 
fヒ 学 工 学 概 雪ロムIT1J 2 
国 体 化 学 1 
環 境 化 学 4 
水 処 理 主函2岡' 2 
環 境 総 吾日t間
，、
2 
分 析 化 学 2 
有機 械器分析化学 2 
安 全 工 学 概 吾;i'岡. 2 
工 業 化学 設 計 製図 2 
0有機工業 化学 実験 2 
0有機合成化 学 実験 2 
0無機工 業 化学 実験 2 
0工 業物理化学 実験 2 
0分 析 化 学 笑 験 2 
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工 業 化 学 特 論
工 業 化 学 輪 読 ｜ 2 
0 :q: 業
�＂＇ 
白問 文 12 
備 考 1 工業化学特論の単位数は， 必要に応 じて定 める。
2 0印は， 必修科目
別表中金属 工学科の表を次のように改める 。
金 属 工 学 科




応 用 数 学 第 1 4 主正 機 化
応 用 数 学 第 2 2 分 析 化
応 用 物 理 学 4 電 Fヌユ五- 工 学
材 料 力 学 4 工 業 化 学
金 属 市且 織 学 4 機 械 工 学
鉄鋼 材 料 学 第 1 3 口＂＇口 質 管
鉄鋼 材 料学 第 2 2 自 動 信lj
金 属 物 理 学 1 工 業 英
放 射 中泉 工 学 1 工 業 ド イ
金 属 加 工 学 第 1 2 
金 属 加 工 学 第 2 2 
金 属 加 工 学 第 3 2 
金 属 加 工 学 第 4. 2 
非鉄金 属 材料学 第1
非鉄金 属 材料学 第 2 2 
非 主：9( 鋳 1、E旦" 会ー話』・ 2 
主主 5岡 鋳 造 μ十ゐ 4 
物 理 化 学 2 
冶金 物理化学 第 1 4 
i台金 物理化学 第 2 2 
苦虫 ｛台 金 学 第 1 2 
主主 ｛台 金 学 第 2 2 
主夫 冶 金 学 第 3 2 
非 鉄 冶 金 学 第 1 2 
非 鉄 i台 金 学 第 2 2 
非 鉄 冶 金 学 第 3 2 
非 鉄 j台 金 学 第 4 2 
電気製鉄及び製鋼 2 
電 気 t台 金 学 2 
金 属 工 A寸ヱん二ー 概 で長，，岡色、 2 
材 料 5式 験 法 2 
機 械 工作 法 大 意 2 
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第175号
目 単 位 数
学 4 
寸＝ー． 2 
概 �f冊� 3 
概 吾自之岡為 3 




、ソ 圭ロ五ロ 2 
昭和52年8月・ 9月 品－副f- 報 第175号
金 属 工 学 特 三�·岡h 
機 械 設 計 製 図 2 
0物 理i台 金 学 実 験
0金 属 加 工 学 実 験 2 
O鉄 t台 金 学 実 験
0非 鉄 i台 金 学 実 験
0 i台 金 分 析 実 験
材 料 試 験 実 習ヨ
機 f戒 実 3長＂I
0卒 業 J田,. 文 10 
備 考 1 金属工学特論の単位数は， 必要に応じて定める。
2 0印は． 必修科目
別表中機械工学科の表を次のように改める。
機 械 エ 学 科
授 業 科 目 単 位 数 f受 業 干f十 目 主幹 位 数
専攻科目 関連科目
応 用 数 ふ寸uー， 第 4 定、 用 数 'f. 特 論 2 
応、 用 数 ふ寸旦ー． 第 2 2 応 用 物 理 学 4 
言十 画 数 学 4 電 子 E十 算 機 2 
工 業 カ 学 4 1竜 子 工 学 2 
キオ 料 カ 学 第 4 電 7\ 工 A千以・． 概 if＇問' 3 
主オ 料 カ 学 第 2 4 安 全 工 学 慨 τ三日 ♂間〉、 2 
盟！ ｛全 カ � 4 図 学 2 
機 械 力 共寸立・． 第 4 工 業 英 雪ロ五ロ 2 
機 械 力 学 第 2 2 工 業 イ 、ソ Z否 2 
機 構 学 4 
水 カ 学 4 
j荒 f本 カ 学 4 
j荒 f本 機 械 4 
f自 圧 機 械 2 
工 業 童九 カ 学 4 
伝 熱 工 学 第 1 2 
伝 執 工 学 第 2 2 
主ま J\ ボ イ フ 2 
蒸 Si\ 原 動 機 2 
内燃機関工学第 l 4 
内燃機関工 学第 2 2 
i問 滑 ョ： A寸Lー 第 2 
I悶 滑 工 学 第 2 2 
キオ 料 工 苧＇／： 4 
機 械 工 作 法 4 
工 作 機 f成 4 
- 6 一
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百十 i!!IJ 工 ミ＇｛： 2 
機 t戒 日毛正re 員十 主一， 4 
機 械 工 学 特 壬�，問>. 
0機械 工 学設計製図第I 2 
0機械工学設計製図第2 5 
0機械工学設計製図第3 2 
0機 械 I二 学 実 験 4 
0機 械 I 学 実 子？ 2 
。不 業 主＂’掴. 文 10 





応 用 数 学 第 1 4 
応 用 数 学 第 2 2 
切 向リ 力日 二E 学 4 応 用 数 学 第 1 4 
l」を応 用 数 学 第 2 2 
材 料 3式 験 法 2 得l 滑 工 学 第 1 2 
ILをilk） 滑 工 学 第 2 2 
「｜｜ 工 業 英 三口ヨ口主 2 I Jの次に「
II
工 業 ド イ 、／リ 三ロ五 2 
工 業 ロ シ ア 三ロ五日 2 
別 表 化学工 学科 の 表中
「l 応 用 触 媒 化 学 3 ｜｜」 を 触 媒 化 寸＂＂＝ 2 II J に，
「l 水 処 理 喜a左岡A 1 II J を 「i 水 処 理 壬l岡>. 2 II」に，
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2 室長は， 理学部の教授のうちから第4条に定 める委員会の推薦に基づき， 理学部長が命ずる。
3 室長の任期は 2 年とする。 ただし， 再任を妨げない。



















2 委員長は， 委員会を招集し， その議長となる。 ただし， 委員長に事故あるときは， 委員長の指 名した委員が
その職務を代行する。
（委員会の議事）
第B条 委員会は， 委員の 2分のl以上の出席により成立し， 議事は出席委員の過半数をもって決する。 ただし，
可否同数のときは議長が これを決する。
（意見の聴取）






第12条 この 規則に定 めるもののほか必要な事項は， 委員会の議を経て室長が定 める。
附 則
1 この 規則Ct， 昭和52年9月30日から実施する。
2 富山大学立山研究室規程（昭和26年9月7 日制定） 及び富山大学立山研究室管理細則（昭和26年9月7日制
















文 献 複 写 受付No.
申 職所属
名
TEL 所蔵個所 口本館 口分室 口分館 館長
込 住所 TEL 作成穂別 ロネヵー 口引伸 口反転 口電子 判部










任は， 当方で うこと を誓約し
日召平日 年 月 日
巻 富山大学附属図書館長殿 票開 総書名号 申込者 e:n 
交ヲ 11す度 平年 月月 白及頁 複 写 料 金 日
、 種 耳目 数 豆日呈 単 f商 金 額
ぴ
著
不フ 基本料金 f牛 円 円
lイレ
複
者 カ。ム 撮 影 料 コマ 係員








） 電 子 複 写
通 信費 ・送料




文 献 複 写
大学附属図書館長殿
下記の と お り 申 込み ます
この申込による著作権 に関する一切の責任 は申込者が負います。
申 込 書




所 在 地 支払区分 学 内 学 外 私費 国費
支出官 担当 者 料 金 言十 算
者
込
申 氏 名 所属 身 分 種 5JIJ 数 夏目 単 価（Al 金額（円）学 内 学外
住 所 電 話 電 子 複 写 枚
誌名
、 基 本 料 件
フ ネ ti 
号巻 イ 特殊撮影料ポ 1、ノ‘ ／レ フイッ シュ 枚年
ム ，合�・ 器 代 f困
頁
者
著 キ ャ ビ ネ 枚
号｜ A 5 
ミι 8 5 
題
日問 A 4 











貸出 中（ 月 日明再申込のこと）
製本中（ 丹 田町1再申込のこと）
そ のf也（

















マイクロフィルム 基 本 料 I 件 100円 100円 古記録類等特に 手 数 を要
するも のに つい ては特殊
方
撮影料 1 コ マに つき 10 円
式 ネガフィルム 1コマ 15円 20円 加算する 。
A 5 1 干支 50円 60 円 複 写朋印画紙に よる 。
B 5 1 枚 80円 90円
i=n 画 ヲ｜ イ申
A 4 1 枚 100円 110円
B 4 1 枚 150円 170 円








単 位 学 内者 学外者
イ庸 考
マイクロフィルム 基 本 料 1 件 100円 100円
古記録類等特に 手 数 を要
するも の に つい ては特殊
方 式 ネガフィルム 1コマ 15円 20円
撮影料1 コ マに つき10円
加算する 。
A 5 1 枚 50円 60円 複 写 用 印画紙に よる 。
B 5 1 枚 80円 90円
正日 画 号｜ イ申 A 4 1 寺矢 100円 110円
B 4 1 枚 150円 17 0円
リーダープリンタ 1 枚 40円 45円
電子複写方式 B 4 以下 1 キ文 40円 45円
金料写複献文
に改める。
附 買lj （昭和52年8月8 日 改正）
こ の規則は昭和52年10月1日から施行する。
AU ‘，．a 





















人 事 異 動
名宮｜ 発令年月日 ｜ 氏




52. 9 . 1 I山 下 三 郎
II 1有j幸 伸 子
II 長 津 哲 郎
異 動 内 容
助教授（教育学部）








52. 9. 1 I藤 本 正 文 ｜ 講師（経営短期大学部） ｜ 助教授（経営短期大学部）










II ） ｜ 人文学部 ・ 理学部学務係学生主任





渡 辺 登美枝1 II 
奥 田 雅 子I 11 







” II 高瀬邦弘｜ II （人文学部・理学部）｜教養部庶務係庶務主任
II 守本 征 紀｜人文学部・理学部経理係経理主任｜文部省体育局スポーツ諜登山高刑事所庶務係長｜文部大臣
転任I 52. 9. 1 
52. 9 . 1 
田 中 祥 男｜ 文部 省 体 育 局 ス ポー ツ 諜 ｜ 人文学部 ・ 理学部用 度係長｜登山研修所庶務係長 ｜ 




II ｜牧 野 秀 嬉 ｜ II （経理部経理課） ｜ II （経理部主計課） I II 配置換1 I I I I 
II ｜伊 野 不二夫｜ II （教養部） I II （人文学部・理学部） I II 
II ｜高尾 貢｜ II （庶務部庶務課）I II （教育学部） ｜ 
s2. s. 1 I野 崎 富 作｜教授（経済学部） ｜評議員（期間52. 8. 1～s3. 4 . 1 l I 文部大臣
併任 II II 山 崎 佳 夫I II ( II ) II （期間52. 8. 1～54. 7. 31) 
52. 9. 1 I新 村 栄 子｜ 事務補佐員（経理部主計課）｜事務補佐員（経理部経理課） 富山大学長
言葉I 52. 9 . 1 I JI I 原 富 雄 ｜ 人文学部理学部事務長補佐 ｜ 人文学部・理 学部用度係長事務取扱免 ｜ 文部大臣







室町教授は，昭和13 年 3 月 旅順工 科大学冶 金科を卒業，




学 内 諸 報
室町繁雄工学部長の任期 が昭和52年 9月3 0日に満了する
ことに伴う次期学部長候補者の選考は， 8月31 日開催の工
昭和52年度文部省内地研究員（第2次）
氏 名｜所 属｜官 職｜ 研 究 機関｜ 研 究 題 目｜期 間
小松 和 生｜経 済 学 部｜助 教 授！大阪市立大学｜日本資本主義の発展と権力精造 52. 9 .  1 
中 村 哲 夫｜教 養 部｜講 師｜大阪外国語先学｜中国の方言と地域社会の基礎構造の研究
藤 本正 文｜経営短期大学部｜助 教 授｜東京教育大学｜文体論 53 . 2 .  28 
海 外 j度 航 者
氏 名 戸斤 属 官 職 渡航の種類 渡 航 先国 目 的 期 間
鎌田元一 講 師
52. 8. 3 
人文学部 海外研修旅行 韓国 朝鮮古代遺跡の研究
52. 8 .  11 
香川孝三｜ 経済学部 ｜助教授｜外国出張｜インド ｜イ
ンドにおける日系企業の労働
52. 8. 6 
事情視察 52 . 8.29 
アメリカ カナダ γ聞の研究 52. 8.24 
中川正之｜理 学 部｜教 授｜外国出張｜ストリア，スイス，イタ










フI s2. 9. 1 
坂井純一｜工 学 部｜助教授｜外国出張｜ソ連 ｜レ同
アーの つい の I 
共 研究 53. 6.3 0 
学 位 取 得 者 学内レクリエーシヨン
砂カマス釣大会
実抱月 日 9月4日 （ 日） 午前6時
場 所 氷見沖
入 賞 優 勝 保正 邦久（学生部）
次 勝 栗山 政彦（和漢薬 研究所 ）
＝ 位 五十嵐清夫（ fl ) 
四 位 榎本 三郎（薬 学部）
取得者 工学部 助手 上羽 弘
取 得学位 理学博士（名古屋大学）
取得年月 日 昭和52年8月 2 日
学位論文 Theory of Surface Excitons in 
Molecular Crystals 
取 得 者 工学部 助教授 高辻 雄三
取 得学位 工学博士（ 東京工業大学）






実施月日 9月21日（水） 午前 8時30分
場 所 富山県軟式球場













金属工学， 生産機械工学の教育 と研究に従事し， 高潔円満
な人格と豊富にして卓越した知識によ り多数の優秀な学生




し， 学科主任としての重責も果した。 学外においては， 日
本溶接学会 北陸支部長， 日本金属学会評議員， 同 北陸支部





し， 生前の功績により 9月 6 日付けで， 正四位勲三等瑞宝
章が授与きれた。
報
職 員 消 息
〈新任者〉
人文学部・理学部，務郵
用 度 係 長 田中 祥男
教育学部
助 教 授 渡辺 一郎











助 手 高畠 康紀
工 学 部
助 教 授 杉本 益規
助 手 石原 外美
教 養 部
講 師 中村 哲夫
本
グ 伊里 松俊
主 要 日 誌
部
第17 5号
8月1～2 日 東海北陸地区臨時施設部課長会議 （於 名
古屋工事事務所）
3日 第4回富山大学公務員宿舎委員会






















































9 月1 日 附属養護 学校第2学期始業式
附属幼稚園第2 学期始業式





























































8月 3 日 紀要委員会





































2 ～ 3 日 第8回東海北陸地区研究所事務協議会

























8月 2 日 第9回教授会
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